
るという事は国の安全保障上も塵めて憂慮すべき閲題

だ。

フランスのヴェオリア・エンバイロンメント、スエズ・リヨネ

ーズ・デゾ一、テムズ・ウオーター・ユーティリティーズの

：‘水メジャー3社は’捌名、「ウオーター・バロン」と呼ば

れ、穀鶉メジャーと同様に、世界の水利寵を支配しまう

としている多国籍企業だ。また水事業も手掛ける巨大

企業に米国ペグテル社がある。

ペクテル社　プログ★世の中の嘘を暴き真実を見つ

けたい☆16－1打製から

配本の水運事業民営化によって日本市場への本格

参入を目論むペグテル粗　くBechtel Corporation；

Bech観G的uP膿、米国に本拠を置く総合建設業を

営む多国籍企業。石油コンビナート、発電所、ダム、空

港、港湾などの建設を請け負う世界最大級の建設会社

館髄Dediむより）。このペグテル社はモンサント社同

様、ロックフェラー系の巨大中核企業の一つで、モンサ

ントとペグテルは兄弟会社と呼んでも揮わない関係にあ

ります奉原発甜種や戦争ビジネス、復興群棲等に加え、

水遥事業にも参入しています。

ちなみにペグテル社の日本支社、「オーバーシーズ・

ペグテル・インコーポレーテツド（採油ま1989年慶喜劃羽

田空港西働旅客ターミナルビル建設工事座を日本企業

との共同企業体のl社として受注し、続いて1991年度、

『関西国際空港撥客ターミナルビル（高工区）新築工

事』を日本企業との共同企業体の1社として受注Lmヽ

ます。更には日本原撥が所有する核燃料の再処理工

場である六ヶ所再処理工場の設備建設にも技術参加し

ています。他、1991年度、東京湾横断道路用騎人工島

東工事を日本企業との共同企業体の1社として受注、

申蔀国際空港擁客ターミナルビル新築工事を日本企

業との共同企業体のl社として受注しています。このよう

にべクテル社は日本市場にも密かに、着々と参入を図

ってきたのです。
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●

ちなみにペグテル社はイラクの復興事業にも直接関

わっており、アメリカの戦争政策によって大きな恩恵を

被っている事、また歴代のアメリカ大統領とも深い繋がり

を持ってきた事から、この企業がどのような企業なのか

は想像がつきます。（引用ここまで）

モンサント社は種子の支配を目論み、それに応えて

日本政癌は麗子法を廃止したく103号巻頭言ご参照）。

「ウオーター・バロン」やペグテル社ら巨大多国籍企業

は、〝水資深′′を掬える事を狙っているが、彼らの要求に

応えるかのように日本政府は水道民営化にむけてコン

セッションと言う形で踏み出す。

国民の命綿の「種子」と「水」を閉演す、なんという売

国。国の安全保障上短めで憂慮すべきことが安倍政権

によって猛スピードで進められている＄

．∴∴∴謡 ��∴宮 �裏 、置 繍鰍擬 �／一言下寿二、 っif－i ∴十手∴：∴∴「∵ � �；∴ J lf 旨 、子 

●10i■2 　　　　－　－ヽ■1 �熟 議 ∵ ∴ 妻 子ヽ �寒 穏 �i ー蹄弔 辞 ∴十 年 �∴∴ 諦 ∴： 擁 繰 

宙桑の瀾 水蓮は「韻 会読 胞と稀 

ミ＼報随 筆 j ∴．∴ 蔦．▼青 紫 ∴∴ 

橋本祐弘氏は「インフラ保有と運営は密接不可分で

あるはず」「劣化した水道管の改修などをめぐる管理責

任が不明確になるおそれがある」と指摘。そう、「コンセ

ッション」などと言うのはたわごとでしかないのな。

水通事業の要は「安全」な水、「強靭」な設備、「持

続」的給水だ。加えて災害時の水道事業の復旧、継続

や原水汚染の監視と危機管理、低所得者への配水義



務がある。ライフラインーまさに命綱である水道事業。

このような草葉を4半期ごとに収益結果を求められるよう

な企業lこ運営をまかせるべきではない。まして外資に売

り渡すことなどもってはならない。

1水道事業が南面する課題については、政府が進める

広域化ではなく地域特性にあった適正規模化やエコ

シティの思想を取り入れた、例えば生活用水の雨水利

用など，まだまだ改革の余地はある。下水処理は大規

模l魔集中処理に換えて、かつて普及しmヽた各戸ご

とで処理する「合併浄化槽」を復活させたらよいと思う。

微生物処理してきれいになった上澄みが下水に行く優

れた方法であったが、なぜか強制的に廃止され、商い

下水処理粗が水道料金に加算されるようになった。いま

でも私は紬得できない。

お金のあるなしにかかわらず、人は誰でも衛生的な水

を利用する権利がある。この権利を守るのが公の責務

なのだ。水道民営化の道を止めなければならない。

（安田節子）

〃′

置

く補足＞　水道料全

水道料金は、かかった費用を利用者で均等に負担す

る受益者負担の原則のため、水道料金は全国で同じ

料金ではない。

商い市町村のトップは

群馬県長野原市3，413円（10立方メートル当たり）

低い市町村トップは　　観

山梨県富士河口湖町335円

出所「地方公営企業年鑑」

2007年4月1日～約08年3月31日）

水道料金はこれほど全国で違う。

良質の水源が近くにあり、水質改善のための浄水が

不要な自治体は費用ががからなl呼）で水道料金は安く

なる。一方遠くの水源から水を引っ張ってこなければな

らない自治体、水質改善のための浄水費用がかかる自

治体は水道料金が高くなる。費用が一定の場合、給水

人口が多ければ水道料金が安くなり、少なければ高くな

る。　　　　　　（『67億人の水臓本澤司輩から）

米国：残留農薬はイチゴがトップ

捕縄司さんの有機農業ニュースクリップ2017．03．16

によれば、米国の環境保護団体の掠墳ワーキンググル

ープ（EWG）は、米国農務省などによる調査結果を分

析し、48種類の損行栽培の野菜・果物の70％で残留

農薬を検出したと発表した。トップはイチゴで、最大20

種類が残留していたという。

輸入生鮮イチゴはほとんどが米国産

農水省によれば2015年、日本のイチゴの生産量は約

16万トン。一方、財務省の貿易統計によれば2016年、

EWGが残留農薬の筆頭に上げたイチゴでは、生鮮品

の輸入は約3千トン。その9割以上が米国産で占められ

ている。

冷擁イチゴの輸入は2万5千トン。その6割が中国産

で、米国産は約3千トン（14％）となっている。貿易統計

からは結人品の用途は分からないが、ケーキのトッピン

グやジャムなどの加工品ではないだろうか。

60回を越えるケースもある日本のイチゴ

日本では、慣行栽培のイチゴは50回前後の農薬が散

布されている。台湾の翰入時検査の結果でも、ミカンと

並んでイチゴの残留農薬検出が目立っている。イチゴ

の農薬散布がどの軽度かは、特別栽培の慣行養蜂が

一つの指標となる。農薬や化学肥料を半分以下に減ら

した特別栽培農産物には、諦道府県ごとに農薬散布の

標準的な回数が設定されている。

イチゴに対する横行栽培の標韓的な農薬散布回数

は、長崎県の65回をトップにして、福岡県、熊本県、栃

木県など17府県が50回以上となっている。埼玉県、愛

知県など7県は設定されていない。この7県を除いた平

均の標準的な散布回教は約45回となる。

（引用ここまで）

○日本のイチゴの残留基準値を見ると浸透性農薬で

神経養性の問題のあるネオニコチノイド系農薬のイミタ

グロプリド、チアメトキサム、ブイプロニルの使用が認めら

れており、これらの農薬が使用された場合、いちごの笑
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